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ਗ਼ਫ�ٛɹ߹ཧ事

Ҫ�রɹٞࠓ

第
９
回 

通
常
総
代
会
を
開
催

新役員紹介

議
案

◦
第
１
号
議
案

平
成
29
年
度
事
業
報
告
書
、財

産
目
録
、貸
借
対
照
表
、損
益

計
算
書
、剰
余
金
処
分
案
及
び

不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

◦
第
２
号
議
案

平
成
30
年
度
事
業
計
画
書
及

び
収
支
予
算
書
に
つ
い
て

◦
第
３
号
議
案

事
務
費
賦
課
額
及
び
徴
収
方

法
に
つ
い
て

◦
第
４
号
議
案

役
員
報
酬
並
び
に
顧
問
料
、損

害
評
価
会
委
員
及
び
損
害
評

価
員
等
報
酬
額
に
つ
い
て

◦
第
５
号
議
案

役
員
退
任
慰
労
金
額
に
つ
い

て
◦
第
６
号
議
案

特
別
積
立
金
取
崩
額
に
つ
い

て
◦
第
７
号
議
案

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の

設
定
に
つ
い
て

◦
第
８
号
議
案

定
款
及
び
定
款
附
属
書
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

◦
第
９
号
議
案

事
業
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
◦
第
10
号
議
案

諸
規
則
等
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
◦
第
11
号
議
案

借
入
金
の
最
高
限
度
額
、借
入

先
、借
入
利
率
に
つ
い
て

◦
第
12
号
議
案

法
定
・
特
別
積
立
金
等
預
け
入

れ
先
に
つ
い
て

◦
第
13
号
議
案

損
害
評
価
会
委
員
選
任
変
更

に
つ
い
て

◦
第
14
号
議
案

役
員
補
欠
選
任
に
つ
い
て

◦
付
帯
決
議

こ
の
総
代
会
の
議
決
事
項
で
、

行
政
庁
そ
の
他
に
提
出
す
る

文
書
中
、内
容
に
変
更
の
な
い

字
句
の
修
正
は
組
合
長
理
事

に
一
任
す
る
。

松
マツシマ

島 公
キ ミ オ

雄　理事榎
エノモト

本 義
ヨシノリ

法　理事 須
ス ト ウ

藤 昭
ア キ オ

男　理事

全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
る

　

6
月
29
日（
金
）、前
橋
市
大

友
町
の
農
業
共
済
会
館
に
お
い

て
第
9
回
通
常
総
代
会
を
総
代

259
名
の
う
ち
251
名（
本
人
出
席
174

名
、書
面
出
席
77
名
）の
出
席
を

得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

清
水
聖
義
組
合
長
理
事
の
挨

拶
に
続
い
て
、群
馬
県
知
事（
高

橋
英
二
県
農
政
部
副
部
長
）、星

名
建
市
県
議
会
副
議
長
に
祝
辞

を
い
た
だ
き
、今
井
照
彦
総
代

（
伊
勢
崎
市
）を
議
長
に
選
任
し

て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
事
業
報
告
、平

成
30
年
度
事
業
計
画
な
ど
提
出

し
た
全
14
議
案
は
慎
重
に
審
議

さ
れ
、原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

承
認
さ
れ
た
議
案
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

平成30年度 

永年勤続役員表彰
組合発展の功績者138名を表彰

 総代会に先立ち、組合発展のために
ご尽力された方々への表彰を行いました。

শུܟ

　
〃
　

山

田
　

徹

　
〃
　

原

澤　

保

明

　
〃
　

佐

藤　

尚

見

　
〃
　

髙

山
　

登

　
〃
　

立
川　

和
一
郎

　
〃
　

中
島　

健
治
郎

　
〃
　

神

保　

武

正

　
〃
　

篠

原　

賢

一

　
〃
　

櫻

井　

雅

和

　
〃
　

浅

井　

真

司

　
〃
　

関

根　

鉄

男

沼
田
支
所

新

井
　

武

　
〃
　

小
林　

寿
美
夫

　
〃
　

新

井　

英

伺

　
〃
　

千

明　

新

一

　
〃
　

津
久
井　

俊
雄

　
〃
　

鈴

木　

達

夫

　
〃
　

林
　

岩

男

　
〃
　

森

下　

一

郎

　
〃
　

木

内　

正

美

　
〃
　

佐

野　

知

弘

　
〃
　

石

井
　

猛

太
田
支
所

竹

澤　

勝

彦

み
ど
り
支
所

関

口　

新

一

　
〃
　

木

村　

輝

義

　
〃
　

板

橋　

一

喜

　
〃
　

星

野
　

誠

　
〃
　

中

村　

耕

作

　
〃
　

中

村
　

寛

　
〃
　

小

堀　

善

司

　
〃
　

園

田　

一

雄

　
〃
　

青

木　

弘

行

　
〃
　

桜

井　

彰

一

　
〃
　

早

川　

義

雄

　
〃
　

攪

上　

義

弘

　
〃
　

深

澤　

良

朗

　
〃
　

今

泉
　

登

　
〃
　

小

林　

順

一

　
〃
　

山

同　

章

夫

　
〃
　

須
田　

き
よ
子

　
〃
　

森
田　

喜
久
治

　
〃
　

南
　

俊

彦

伊
勢
崎
支
所

大

和　

正

司

　
〃
　

矢

内　

秀

春

　
〃
　

蜂

須　

克

男

　
〃
　

木

村　

延

明

　
〃
　

渡

辺　

富

四

　
〃
　

松

本　

利

昭

　
〃
　

長

沼
　

明

高
崎
支
所

井

田　

曻

次

　
〃
　

竹

本　

光

一

　
〃
　

長

井
　

均

　
〃
　

松

田　

好

央

　
〃
　

宮

一　

貞

夫

　
〃
　

宮

石　

幸

雄

　
〃
　

関
　

伸

一

　
〃
　

板

山　

知

敬

　
〃
　

高

橋　

正

好

　
〃
　

土

屋
　

好

　
〃
　

蜂
須
賀　

隆
広

　
〃
　

佐

藤　

一

郎

　
〃
　

吉

田　

一

夫

　
〃
　

原

田
　

孝

　
〃
　

仙

田　

光

男

　
〃
　

高

橋　

昭

広

　
〃
　

上

原　

文

雄

　
〃
　

小

島
　

均

　
〃
　

今

井　

文

雄

　
〃
　

櫻

井　

弘

和

　
〃
　

田

中　

伸

一

　
〃
　

高

木
　

暢

　
〃
　

藤

巻　

常

雄

藤
岡
支
所

林
　

光

宏

　
〃
　

今

井　

苗

枝

富
岡
支
所

並

木　

勇

治

　
〃
　

今

井　

勝

司

　
〃
　

高

橋　

本

雄

中
之
条
支
所

宮

﨑　

晃

一

中
之
条
支
所

小

宮　

隆

廣

前
橋
支
所

金

子　

佳

弘

伊
勢
崎
支
所

岡

田　

英

治

高
崎
支
所

竹

内　

利

夫

　
〃
　

松

井　

昭

雄

　
〃
　

佐

藤　

春

利

　
〃
　

櫻

井　

良

一

中
之
条
支
所

小

林　

好

文

　
〃
　

石

井　

虎

男

　
〃
　

竹

渕　

直

樹

沼
田
支
所

金
子　

富
士
夫

太
田
支
所

高

山　

和

秋

　
〃
　

大

川　

勝

弘

　
〃
　

新
田
山　

文
雄

み
ど
り
支
所

山

上
　

勝

館
林
支
所

木

村　

芳

雄

　
〃
　

曽

根　

幸

保

　
〃
　

新

井　

俊

己

　
〃
　

三
ツ
村　

政
昭

　
〃
　

堀

越
　

昇

館
林
支
所

谷

　

昇

　
〃
　

薗

田　

正

二

　
〃
　

金

子
　

昇

　
〃
　

松

島　

嘉

則

館
林
支
所

越

澤　

真

司

　
〃
　

中

島　

健

一

　
〃
　

中

島　

一

治

　
〃
　

森

田　

利

男

　
〃
　

田

中
　

孝

　
〃
　

千

本　

直

実

　
〃
　

石

川　

岩

吉

　
〃
　

篠

原　

康

夫

　
〃
　

川

島　

俊

之

　
〃
　

根

岸　

尚

之

　
〃
　

大

塚　

竹

次

　
〃
　

針
ケ
谷　

稔
也

　
〃
　

森

田
　

隆

　
〃
　

蓮

見
　

清

　
〃
　

根

岸　

森

夫

　
〃
　

中

野　

邦

夫

　
〃
　

増

田　

昌

弘

　
〃
　

福

島　

一

男

　
〃
　

大

野　

雄

吉

　
〃
　

金

子
　

功

　
〃
　

久
保
田　

欣
也

　
〃
　

武

藤　

一

夫

　
〃
　

久
保
田　

千
秋

　
〃
　

橋
本　

藤
十
郎

前
橋
支
所

村

田　

喜

久

　
〃
　

木

暮　

修

一

　
〃
　

藤

井　

節

男

　
〃
　

横

澤　

一

男

　
〃
　

井

上　

義

夫

　
〃
　

松

村　

福

司

　
〃
　

前

原
　

元

渋
川
支
所

林
　

和

夫

　
〃
　

石

田　

一

宏

　
〃
　

生

方　

紀

雄

　
〃
　

佐

藤　

健

吾

　
〃
　

生

方　

宏

明

新
ア ラ イ

井 雅
マサヒロ

博　理事

受͞Εͨօ͞Μ

߹͔Βදজঢ়Λ受͚取Δࠜ؛ঘ೭͞Μ

50
年
の
部
（
1
名
）

20
年
の
部
（
19
名
）

30
年
の
部
（
1
名
）

永
年
勤
続
役
員
表
彰

10
年
の
部
（
117
名
）

組
合
長
表
彰
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ฏ��࣮ۀࣄ

ฏ��

ඃʹରͯ͠ ૯ֹ��ԯ����ສԁ支͏ɻ

純財産の状況ɹ֤צۀࣄఆʹ͓͚Δ७࢈ࡒͷঢ়گԼදͷͱ͓ΓͰ ɻ͢ʢฏ���݄��ࡏݱʣ

　本年度の事業運営は全国統一運動の「信頼のきずな」未来につなげる運動を軸に、制度の普及推進を行
いました。中でも、平成31年1月から施行される「農業経営収入保険事業」については組織を挙げて制度周知
に取り組みました。被害関係については、気象条件に恵まれて、全般的に共済金の支払いが少ない年となりま
した。

※１．合計は千円以下を四捨五入。
２．法定積立金は、共済金の支払いに充てる財源です。
３．特別積立金は、共済金の支払いに充てる財源のほか、損害防止事業及び無事戻金に充てる財源です。

ۀࣄࡁڞ
Ҿɹɹड Ոෛ୲

ֻɹɹۚ
ʢઍԁʣ

支ɹɹ
Ҿडށ
ʢށɾ݅ʣ

Ҿडྔ
ʢIBɾ಄ɾശɾ౩ʣ

ֹۚࡁڞ
ʢઍԁʣ

支
ʢށɾ݅ʣ

ۚࡁڞ
ʢઍԁʣ

੍ࡁڞ

ਫ Ҵ ����� ށ ������IB ������� ����� ��� ށ �����
ഴ ށ��� �����IB ������� ����� ��� ށ �����

Ո ச ށ��� �������಄ �������� ������ ��� ށ ������
Γ Μ ͝ ށ��� ���IB ������ ���� �� ށ ����
ͳ ͠ ށ�� ���IB ������ ���� � ށ �
େ ౾ ށ�� ����IB ����� ��� � ށ ���
ࢋ ຨ ށ�� �����ശ ����� ��� � ށ ���
Ԃܳࢪઃ ���� ށ ������౩ �������� ����� ��� ށ �����
ܭ ����� ށ �������� ������ ���� ށ ������

ҙࡁڞ ݐ  ����� ݅ �������౩ ���������� ������ ��� ݅ ������
߹ɹܭ ���������� ������� �������

۠ɹɹ
࡞ࡁڞ
ɹɹఆצ
ʢઍԁʣ

Ոசࡁڞ
ɹɹఆצ
ʢઍԁʣ

Ռथࡁڞ
ɹɹఆצ
ʢઍԁʣ

ാ࡞ࡁڞ
ɹɹఆצ
ʢઍԁʣ

Ԃܳࢪઃࡁڞ
ɹɹɹఆצ
ʢઍԁʣ

ҙࡁڞ
ɹɹఆצ
ʢઍԁʣ

߹ɹܭ
ʢઍԁʣ

લظ७࢈ࡒ ������� ������� ������ ������� ������� �������� ��������
ɹ๏ఆੵཱۚ ������ ������ ������ ������ ������ ������� �������
ɹಛผੵཱۚ ������� ������ ������ ������ ������ ������� ��������
ظ༨ۚ ����� � ���� �� ����� ������ ������
ظෆۚ � ����� � � � � �����
ظ७ܭ߹࢈ࡒ ������� ������� ������ ������� ������� �������� ��������

～
～

～

～

～ ～
～

～ ～
共済事業農家負担掛金

（平成29年度中に納めていただいた掛金）
共済金

（平成29年度中にお支払いした共済金）

44,863

335,076

6,580

1,770

225

267

26,771

84,247

662,634

1,162,432

43,260

735,224

4,430

0

795

379

13,094

30,504

391,068

1,218,754
（単位：千円）

麦

家 畜

り ん ご

な し

大 豆

蚕 繭

園芸施設

建 物

水 稲

合 計

ฏ��ۀ収支ܾٴֹࢉͼ
ฏ��ۀ収支༧ֹࢉ

◦平成29年度 収支決算

※合計は千円以下を四捨五入。
※6月29日総代会議決の金額です。

繰延残金繰入

その他支出

事業勘定繰入

損害評価・防止費

施設費

普及推進費

業務経費等

人件費

5,891

640,940

155,104
346,591

530,372

203
8,901

933,682

171,453

156,633

77,115

61,750

6,607

274,750

6,012

（単位：千円）（単位：千円）

収入 支出

その他収入

引当金取崩

事業勘定受入

受取利息

賦課金

補助金（国庫・県費等）

前期繰越金

収入計

1,688,002

支出計

1,688,002

繰延残金繰入

その他支出

事業勘定繰入

損害評価・防止費

施設費

普及推進費

業務経費等

人件費

6,012

593,671

163,515281,156

538,710

46,008
7,375

934,443

245,373

175,660

90,293

81,794

5,938

102,946

0収入 支出

（単位：千円）（単位：千円）

その他収入

引当金取崩

事業勘定受入

受取利息

賦課金

補助金（国庫・県費等）

前期繰越金

収入計

1,636,447

支出計

1,636,447

◦平成30年度 収支予算

※１「事業勘定受入」は、損害防止事業のため事業勘定積立金を取崩し受入したものです。
※２「引当金取崩」は、システム開発等に係る経費を事務機械化引当金から取崩したものです。

　平成29年度の支出は、効率的な運営に努めた結果、総額16億8800万円余となりました。

　平成30年度は、農業保険法が施行になり農業経営収入保険制度が新たに導入されるなど、組合にとって

大きな変革期を迎えますが、引き続き効率的に業務を行い、安定した組織運営を目指します。

ແඃՈແࣄۚΛ͓支͍͠· ɻ͢
　無事戻金は、過去3カ年間に共済金の支払いを受けな
いとき、又は支払いを受けた共済金が一定の額に満た
ないときに、組合より共済掛金の一部を払い戻す制度で
す。
　今年度にお支払いする無事戻金については右表のとお
りです。
　なお、無事戻し支払いについては、法律改正により最
後となります。

ۀࣄࡁڞ ແࣄۚʢઍԁʣ

࡞ࡁڞ
ਫҴ �����

ഴ ����

Ռथࡁڞ
ΓΜ͝ ����

ͳ͠ ���

ാ࡞ࡁڞ ຨࢋ ��

Ԃܳࢪઃࡁڞ �����

ܭ߹ �����
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　農業災害補償制度は、農業者の減少・高齢化、保険ニーズの多様化等時代の

変化を踏まえ、農業者へのサービスの向上及び効率的な事業執行による農業者

の負担軽減の観点から、抜本的に見直しを行い平成30年 4月より農業保険法

へ変わり、農業者の経営にとってよりよいサポートができる改正となりました。

また、今秋には収入保険制度の加入申込が開始されますので、ご自身にあった

加入内容を選択し農業経営の安定に役立ててください。

　ご不明な点は最寄りのNOSAIぐんま各支所へお問い合わせをお願いします。

　

農
作
物
共
済
で
は
大
き
く
4
つ
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。1
つ

目
は「
当
然
加
入
制
の
廃
止（
平
成
31
年
産
か
ら
）」で
す
。従
来
、水
稲

や
麦
は
一
定
基
準
面
積
以
上
を
作
付
け
し
て
い
る
場
合
は
、
当
然
加

入
制
を
採
用
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、食
糧
法
の
制
定
に
伴
い
基
幹

作
物
で
あ
る
米
の
生
産
施
策
が
変
わ
り
、
当
然
加
入
制
が
採
用
さ
れ

た
昭
和
20
年
代
と
は
大
幅
に
事
情
が
異
な
る
こ
と
な
ど
制
度
自
体

の
前
提
が
変
化
し
た
こ
と
に
加
え
、
収
入
保
険
制
度
や
農
作
物
共
済

以
外
の
農
業
共
済
制
度
が
任
意
加
入
制
で
あ
る
こ
と
も
改
正
の
大
き

な
理
由
で
す
。2
つ
目
は「
一
筆
方
式
の
廃
止（
平
成
34
年
産
か
ら
）」

で
す
。一
筆
方
式
は
ほ
場
ご
と
に
損
害
評
価
を
行
う
た
め
、
農
業
者

の
経
営
安
定
の
面
か
ら
は
十
分
な
補
償
と
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
廃

止
さ
れ
ま
す
。3
つ
目
は
「
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
の
新
設
（
平
成

31
年
産
か
ら
）」に
よ
り
、
加
入
者
の
ほ
場
を
有
す
る
市
町
村
単
位
の

統
計
デ
ー
タ
で
一
律
に
損
害
認
定
し
ま
す
。4
つ
目
は「
一
筆
全
損
特 

例 

※ 1

」・「
一
筆
半
損
特
約 

※ 2

」
が
全
て
の
方
式 
※ 3

に
導
入
さ
れ
る

た
め
、
ほ
場
ご
と
の
局
地
的
な
災
害
に
よ
る
減
収
も
カ
バ
ー
さ
れ
ま

す
。

※
1
・
・
・ 

平
成
31
年
産
か
ら
※
3
の
全
て
の
加
入
者
に
付
加
さ
れ
、
ほ
場
ご
と
に

全
損
と
認
め
た
と
き
に
全
不
能
と
し
て
評
価
す
る
特
例
で
す
。

※
2
・
・
・ 

平
成
31
年
産
か
ら
加
入
者
が
選
択
し
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
ほ
場
ご

と
に
50
％
以
上
の
損
害
を
認
め
た
と
き
に
50
％
の
減
収
と
し
て
評
価
す

る
特
約
で
す
。

※
3
・
・
・ 

一
筆
方
式
を
除
く
、
半
相
殺
方
式
・
全
相
殺
方
式
・
水
稲
品
質
方
式
・

麦
災
害
収
入
共
済
方
式
・
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
の
５
方
式
で
す
。

農業災害補償法は農業保 険法へ
～農作物共済・果樹共済編～

　ご不明な点は最寄りのNOSAIぐんま各支所へお問い合わせをお願いします。　ご不明な点は最寄りのNOSAIぐんま各支所へお問い合わせをお願いします。　ご不明な点は最寄りのNOSAIぐんま各支所へお問い合わせをお願いします。

農
作
物
共
済
で
は
大
き
く
4
つ
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


࡞

ڞ
ࡁ


࡞

ڞ
ࡁ

　

果
樹
共
済
で
は
大
き
く
３
つ
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。１
つ
目

は
「
特
定
危
険
方
式
の
廃
止
（
平
成
34
年
産
か
ら
）」
で
す
。暴
風
雨
・

ひ
ょ
う
害
・
凍
霜
害
の
特
定
し
た
災
害
を
補
償
す
る
方
式
で
あ
る
た

め
、鳥
獣
害
や
病
虫
害
、近
年
の
災
害
の
傾
向
で
あ
る
品
質
の
低
下
や

天
候
不
順
に
よ
る
生
育
不
良
等
が
補
償
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。し
か

し
、
特
定
危
険
方
式
以
外
の
加
入
方
式
で
は
全
て
の
自
然
災
害
を
補

償
す
る
た
め
、共
済
掛
金
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

２
つ
目
の「
補
償
割
合
の
選
択（
平
成
31
年
産
か
ら
）」に
よ
り
、
複
数

の
補
償
割
合
か
ら
選
択
す
る
こ
と
で
共
済
掛
金
を
抑
え
る
こ
と
も
で

き
、
加
入
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。３
つ
目
は「
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

方
式
の
新
設（
平
成
32
年
産
か
ら
）」で
す
。り
ん
ご
・
な
し
ご
と
に
県

単
位
の
統
計
デ
ー
タ
を
用
い
て
損
害
認
定
し
、
共
済
金
を
支
払
い
ま

す
。

Ռ
थ
ڞ
ࡁ

【 農作物共済 】
改　正　前 改　正　後

当然加入制
水稲・麦を一定基準面積以上耕作している

農家は当然加入
平成31年産から任意加入制に移行

一筆方式
（水稲・麦）

一筆単位に収穫量の減収に対し補償
平成34年産から廃止されることにより、
全ての方式※3に一筆半損特約を追加

新引受方式 －

平成31年産から

地域インデックス方式を新設
・	統計データ（市町村単位）を用いて共済

金を支払う方式

【 果樹共済（りんご・なし） 】
改　正　前 改　正　後

半相殺特定危険方式 
樹園地単位特定危険方式

暴風雨・ひょう害・凍霜害の特定した災害

を補償
平成34年産から廃止

半相殺減収総合方式
補償割合は１種類のみ

　	補償割合：７割

平成31年産から

複数の補償割合の選択肢を設置
　	補償割合：７割・６割・５割

新引受方式 －

平成32年産から

地域インデックス方式を新設
・	統計データ（県単位）を用いて共済金を

支払う方式

【 全事業共通 】 ※農作物・畑作物・果樹・家畜・園芸施設共済の共通改正事項
改　正　前 改　正　後

掛金の取り扱い

・	農作物共済（水稲・麦）、畑作物共済

（大豆）、果樹共済は地域ごとの共済掛

金率を設定

・	園芸施設共済は農業者一律の共済掛金率

を設定

・	家畜共済、畑作物共済（蚕繭）は、農業

者ごとの共済掛金率を設定

平成30年度から全ての事業で

農業者ごとの被害率に応じた共
済掛金率を設定

無事戻金

前3年加入しており、過去3年間共済金の支

払いを受けていないか、被害が僅少で共済

金の支払いが少ない加入者に掛金の一部を

返還する制度（家畜共済を除く）

平成30年度の支払いをもって廃止

新制度 －

平成31年1月から

全事業（家畜共済を除く）の加入申し込み

について、加入者の申し出により、自動
継続特約を付加
・	加入者から解除の意思表示がない限り、

毎年、自動的に共済関係が成立
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収
入
保
険
説
明
会
に
農
林
水
産
省
・

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
が
参
加

～
高
崎
支
所
～

　

5
月
15
日
（
火
）
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ぐ
ん
ま
高
崎
支

所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
収
入
保
険
説
明
会
に
農
林

水
産
省 

窪
山
室
長
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連 

嶋
崎
課

長
が
参
加
し
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
の
加
入
目
標
数
は
、
全
国
で
10
万
経
営

体
。

　

10
月
に
申
込
が
開
始
さ
れ
、
平
成
31
年
1
月
か
ら

12
月
が
保
険
期
間
と
な
り
ま
す
。

収
入
保
険
が
は
じ
ま
り
ま
す

収
入
保
険
の
保
険
料
率
が
決
定

　

収
入
保
険
は
、
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者

及
び
法
人
を
対
象
に
、
国
が
保
険
料
の
補
助
や
再
保

険
を
担
う
公
的
保
険
制
度
で
す
。

　

農
業
者
の
平
均
収
入
の
8
割
以
上
の
収
入
補
て
ん

が
で
き
、
農
業
で
新
し
い
品
目
の
導
入
、
販
路
拡
大
な

ど
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
農
業
者
を
支
援
す
る
保
険
で

す
。

　

5
月
30
日
（
水
）、
農
林
水
産
省
は
補
て
ん
対
象
の

基
準
収
入
保
険
金
額
に
対
し
て
、
最
も
手
厚
い
補
償

（
所
得
税
の
申
告
を
５
年
以
上
、
青
色
申
告
を
行
っ

て
い
る
場
合
）
の
保
険
料
率
を
２
・
１
５
９
％
に
決
定

し
ま
し
た
。こ
の
保
険
料
に
は
50
％
の
国
庫
補
助
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
加
入
2
年
目
以
降
に
つ
い
て
は
、
保
険
金
の

受
け
取
り
実
績
に
応
じ
て
変
動
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ぐ
ん
ま
で
は
、
本
所
、
各
支
所
に
収
入

保
険
に
係
る
相
談
窓
口
を
常
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
寄
り
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。）

平成31年適用保険料率

基準収入1,000万円の場合

保険料率

保険方式選択割合
青色申告実績年数

加入者負担
保険料

保険方式
最高補償限度
（支払率90％）

5年 4年 3年 2年

77,724円 720万円 2.159% 80%

66,901円 702万円 1.906% 78%

53,427円 675万円 1.583% 75%

36,950円 630万円 1.173% 70% 70% 70% 70%

18,090円 540万円 0.670% 60% 60% 60% 60%

9,540円 450万円 0.424% 50% 50% 50% 50%

˞�͜ の他ɺ事務費賦課金及ͼੵཱํࣜΛબͨ͠߹のੵཱ金のෛ୲͕͋Γ·͢ɻ�
อݥྉɺՃ入ऀ͕બͨ͠อׂݥ߹及ͼ支ʹΑͬͯมΘΓ·͢ɻ

収入保険のスケジュール（個人の場合のイメージ）

収入保険へ加入意向アンケート調査！

本所各支所に相談窓口を常設！

平成31年 1月から加入する場合のイメージ

○	青色申告実績が1年分以上ある農業者の場合、平成31年1月から、収入保険に加入できます。

ＮＯＳＡＩでは、約２３，０００人の方にアンケートを行いました。

事前に連絡いただければスムーズにご案内できます！
また、各地域にて説明会を開催していますので詳しくは、
	 ください。
収入保険に関する情報を随時掲載しています。

支所別　加入意向状況

30年 31年 32年

10月～ 11月 12月 1月～ 12月 確定申告後（3月～ 6月）
（税の収入の算定期間）

加入申請
保険料・

積立金の納付
保険期間

保険金・特約補てん金の

請求・支払

※	分割支払も可（納付期限は8月末）
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˙平成 31年͔ΒͷՃೖҙ͍ڧ͕ɹɹ˙Ҿ͖ଓ͖ݕ౼ɹɹ˙·ܾͩΊ͍ͯͳ͍

ΈͲΓଠాপాத೭Ԭ౻Ԭ࡚ߴҏ࡚ौલڮ ؗྛ

加入意向区分 前橋 渋川 伊勢崎 高崎 藤岡 富岡 中之条 沼田 太田 みどり 館林 合計
平成31年からの加入意向が強い 38 20 45 39 21 10 10 23 49 10 59 324
引き続き検討 151 62 130 121 45 33 36 88 106 46 201 1,019
まだ決めてない 438 302 149 459 158 148 331 395 225 128 491 3,224

右
側	

農
林
水
産
省	

窪
山	

室
長

左
側	

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連	

嶋
崎	

課
長

総
勢
36
名
が
参
加
し
た

ノーサイぐんま 検索

ご存知ですか収入保険！
最寄りのＮＯＳＡＩまでお問い合わせください。
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農業者の皆様へ
平成 31 年 1 月から全ての農産物を対象に収入減少を補てんする

「収入保険」が始まります！

自然災害や病虫害などに
よる収量減少

　

災害により作付不能

倉庫が浸水して
売り物にならない

　

盗難や運搬中の事故

　

市場価格の低下

　

けがや病気で
収穫ができない

　

取引先が倒産

輸出時の為替変動

　

収入保険は様々なリスクから
農業経営を守ります！！

様々なリスクに備えて収入保険に加入しましょう！
※青色申告を行っている農業者が対象です。

どのくらいの補てんになるの？

掛金はいくらくらいなの？

規模拡大などを
反映した基準収
入の試算ができ
ます！

基準収入 1,000 万円の場合、保険期間の収入が
900 万円を下回った場合に補てんされます ( ※ )。

　　〈補てん金額のイメージ〉
　　例えば、
　　保険期間の農業収入が 800 万円なら 90 万円
　　保険期間の農業収入が 700 万円なら 180 万円
　　保険期間の農業収入が 500 万円なら 360 万円

( ※ ) 掛捨ての保険 80％と掛捨てでない積立 10％の 
コースに加入した場合です。

基準収入 1,000 万円の場合、
　　　　　年間 30.3 万円です ( ※ )。
( 掛捨て 7.8 万円、積立 22.5 万円 )

※ 掛捨ての保険 80％と掛捨てでない積立 10％で加入し
た場合です。掛捨ては 50％、積立は 75％の国庫補助
を適用した金額です。

※ この他に事務費 2.2 万円が必要です。

農業共済・ナラ
シ対策などの類
似制度との掛金
や補てん金の比
較ができます！

農業で新しい品目の導入、販路拡大などにチャレンジ
したいんだけど、様々なリスクがあるんだよねー。

大丈夫、収入保険に
まかせてください！

各種試算は
全国連または
NOSAI ぐんま
HPから！

NOSAI 全国連のホームページはこちら⇒
http://www.nosai-zenkokuren.or.jp/

NOSAI ぐんまのホームページはこちら⇒
http://www.nosai-gunma.or.jp/

収入保険の補償内容など詳しいことは、最寄りの共済組合に
お問い合わせください。　フリーダイヤル 0120-509-345

ཁݕ౼ έΨපؾも0,

ͰͲ͓Γ·ࠓ
　　　　　ࣗવࡂ

ର

��݄Ճೖਃ
͕ۀΊͷ߈　　　

Ͱ͖る

掛金に国庫補助もある
　　　　　公的な保

険
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中
山
間
地
域
に
お
け
る
水
稲
栽
培

で
は
、イ
ノ
シ
シ
被
害
に
よ
り
収
穫
皆

無
と
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
発
生
し

ま
す
。被
害
戸
数
や
被
害
面
積
こ
そ
全

体
か
ら
見
れ
ば
小
さ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、当
該
農
家
に
と
っ
て
は
甚
大

な
被
害
で
あ
り
、意
欲
の
減
少
→
耕
作

放
棄
地
化
の
要
因
と
も
な
り
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
対
策
と

し
て
は
、「
電
気
柵
」

が
有
効
で
す
。電
気

柵
は
、電
気
が
流
れ

て
い
る
柵
線
に
動
物

が
触
れ
た
時
に
、体

→
足
→
地
面
と
電
気

が
流
れ
、そ
の
際
に

強
い
痛
み
を
感
じ
る

こ
と
で
、柵
線
を
忌

避
す
る
＝
ほ
場
内
に

入
ら
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

電
気
柵
を
使
用
す
る
際
の
注
意
す

べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

鼻
先
な
ど
体
毛
が
薄
い
箇
所
で
柵

線
に
触
れ
る
よ
う
に
す
る
。

② 

体
に
入
っ
た
電
気
が
、足
か
ら
地

面
に
流
れ
や
す
い
状
態
に
す
る
。

③ 

漏
電
に
よ
る
電
圧
低
下
を
防
ぐ
た

め
に
、柵
線
に
草
な
ど
が
触
れ
な

い
よ
う
に
管
理
す
る
。

　

動
物
が
柵
線
を
警
戒
し
て
い
る
時

は
、鼻
先
で
に
お
い
を
嗅
ぎ
な
が
ら
確

か
め
る
の
で
、結
果
的
に
鼻
先
で
触
れ

て
し
ま
い
、強
い
痛
み
を
感
じ
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。逆
に
警
戒
し
な
く

な
る
と
、鼻
先
を
あ
ま
り
使
わ
ず
に
、

胴
体
な
ど
体
毛
が
濃
く
生
え
た
箇
所

で
柵
線
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
、強
い
痛
み
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。柵
線
に
は
常
時
、必

要
な
電
圧
を
保
っ
た
電
気
を
流
し
、ど

ん
な
時
で
も
触
れ
ば
痛
み
を
感
じ
さ

せ
る
こ
と
で「
柵
線
は
怖
い
」と
覚
え

さ
せ
、常
に
①
の
よ
う
な
行
動
を
と
る

よ
う
に
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
ら
せ
る

た
め
に
も
、獣
種
に
応
じ
た
高
さ
に
柵

線
を
張
る
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、厳

守
し
て
く
だ
さ
い
。（
図
1
、図
2
参

照
）

　

②
に
つ
い
て
も
見
落
と
し
が
ち
な

点
で
す
。舗
装
道
路
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
絶
縁
体
で
あ
り
、そ
こ
に
立
っ
た
状

態
で
電
気
柵
に
触
れ
て
も
、動
物
の
体

に
十
分
な
電
気
が
流
れ
に
く
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。柵
の
設
置
ラ
イ
ン
を
決

め
る
際
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

③
は
電
気
柵
管
理
の
中
で
一
番
労

力
が
掛
か
る
点
で
す
。草
が
伸
び
て
き

た
り
、折
れ
た
枝
が
引
っ
か
か
っ
た

り
、柵
線
が
た
る
ん
で
地
面
に
触
れ
た

り
す
る
と
、電
圧
が
低
下
し
効
果
が
減

り
ま
す
。定
期
的
に
見
回
り
を
行
い
対

処
し
ま
し
ょ
う
。

　

電
気
柵
は
、適
切
に
使
用
す
れ
ば
非

常
に
効
果
が
高
い
も
の
で
す
が
、注
意

点
を
守
ら
な
い
と
効
果
が
望
め
ま
せ

ん
。不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、購
入
店
や

メ
ー
カ
ー
に
よ
く
確
認
し
て
、有
効
な

対
策
と
し
て
く
だ
さ
い
。

電
気
柵
を
効
果
的
に
使
う
た
め

の
注
意
点
～
イ
ノ
シ
シ
か
ら
稲
を
守
る
～

群
馬
県
鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
　
山
中
幹
夫
係
長

電
気
柵
を
効
果
的
に
使
う
た
め

気
に
な
る
話
題

収入保険ポスター

第 3 弾
 

電気柵を設置する場合は、  
周囲の人が容易に見られる  
位置や間隔、見やすい文字  
で危険を知らせる  

注意表示板を必ず設置してください。  

群 馬 県 農 業 共 済 組 合

（本所）TEL 027-251-5631

図１　柵線の展張間隔図2　隙間が空かないように工夫しましょう。
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　伊勢崎市境保泉の服部さんは、主にナス、キュウリ、ハクサイを栽培し、
市内の直売所やイベントなどで、収穫した野菜を使った漬物を販売して
います。
　「野菜の栽培だけでなく、加工に取り組みたい」とのご主人の希望を
受け、平成１６年から夫婦で始めました。「収穫日に加工・出荷するこ
とを心がけています」と話す久美さんは、パート従業員４人と共に、
週に３～４回、年間１３，４００kg の漬物を出荷しています。１番の

売れ筋は、ご主人がブレンドにこだわった「白菜キムチ」。そのレシピは企業秘密だとのこと。
その他「カクテキ」や「あっさり白菜」など、自分達で食べて美味しいと感じた味を大事に
製品化しています。
　「『地産地消』と『保存料不使用』にこだわっています」と笑顔で語ってくれました。

　藤岡市岡之郷の上原さんは、夫婦でナシ５０㌃のほか、水稲４０㌃、
麦６０㌃を栽培しています。高校卒業後、自動車会社に勤めていましたが、
４０歳で退社し、就農しました。ナシは、全て自宅前の直売所で販売し、
固定のお客さんも増えているようです。「買いに来るお客さんに美味し
いと言っていただけるから農業はやめられないね」と笑顔で話します。
　今後の抱負は、「健康でいること。そして、趣味のゴルフと３０年間
続けている和太鼓をやめないこと」と語ってくれました。上原さんは、
仕事と趣味を両立しながら、人生を満喫しています。

　太田市新田市野井町の新田山さんは、高校卒業から約６０年間ハウス
栽培を行なっています。トマトやキュウリ等の果菜類を栽培していまし
たが、１０年程前から、ホウレンソウやシュンギク等の葉物を中心に栽
培しています。また、NOSAI 部長としても長年尽力していただき、就
任から２０年を迎えた今年、永年勤続役員表彰で組合長表彰をされまし
た。
　新田山さんの元気の秘訣は、「早起きしてハウスで作業をすること」
だそうです。ハウスに向かい、作物の生育状況を確認して一日の作業

を考えることが日課だと語る姿には、情熱が感じられます。
　近年は天候が特に変わりやすく、作物を育てるのは難しいと感じているそうですが、「より
良いものが作れると嬉しく、やりがいにもなる」と語ってくれました。
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্
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　伊勢崎市境保泉の服部さんは、主にナス、キュウリ、ハクサイを栽培し、
市内の直売所やイベントなどで、収穫した野菜を使った漬物を販売して

　「野菜の栽培だけでなく、加工に取り組みたい」とのご主人の希望を
ҏ࡚ڥࢢอઘ


ㆯ ㆣ ㆨ ㇊

෦ٱ�
ㆲ ㆕ ㆿ

ඒ͞Μ（ࡀ��）

　太田市新田市野井町の新田山さんは、高校卒業から約６０年間ハウス
栽培を行なっています。トマトやキュウリ等の果菜類を栽培していまし
たが、１０年程前から、ホウレンソウやシュンギク等の葉物を中心に栽
培しています。また、NOSAI 部長としても長年尽力していただき、就
任から２０年を迎えた今年、永年勤続役員表彰で組合長表彰をされまし

を考えることが日課だと語る姿には、情熱が感じられます。
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高崎市大沢町　㈱三光ファーム
　高崎市大沢町で農産物の出荷を行う㈱三光ファーム。
不動産会社の営業マンとして農家を回っていた、代表
の廣瀬光昭さんは「耕作放棄地を何とかしたい」とい
う強い思いから、農業の世界へ飛び込みました。「不動
産業の分野でお世話になった農家さんに、恩返しがし
たい。そして地域の農地を、自分たちの世代で守って
いきたいと考えています」と、廣瀬さんは意気込んで
います。
　イチ押しの商品は、オリジナルブランド米「つきの
しろ」。減農薬栽培コシヒカリから生まれた、美しい炊
きあがりと、旨みと粘りのバランスが取れた自慢のお
米です。その他にも、高糖度トマトやブロッコリー等
の野菜も生産しています。
　今後は、通信販売もスタートする予定で、廣瀬さん
は「規模拡大も考えていますが、美味しくて品質の良
い作物を作って行きたい」と話してくれました。

●住所／高崎市大沢町 217-1
●営業時間／ 9：00 ～ 18：00
●連絡先／ 027-388-1635
●ＵＲＬ／ http://www.sanko-farm.jp

62
円

切
手

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
株
）三
光
フ
ァ
ー
ム
よ
り

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
米

『
つ
き
の
し
ろ
』
と

野
菜
の
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
」

※
発
送
は
10
月
中
下
旬
を
予
定

（
抽
選
で
10
名
様
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

　

右
記
事
項
を
記
入
の
う
え
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、当
選
者
は
発
送
を
も
っ
て
発

表
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
個
人
情
報
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
受
付
・
発
送
以

外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

※イラストはイメージです。
発送時（１０月）の旬な野菜
となります。

「『つきのしろ』と野菜の詰め
合わせ」希望と明記のうえ
①郵便番号
②住所
③氏名
④	年齢
⑤	電話番号
⑥	収入保険に関するご意見
やご感想

平
成
30
年
10
月
12
日

（
金
）（
当
日
必
着
）

前橋市大友町		1-3-12

NOSAIぐんま

広報紙28号「プレゼント」係

［
お
も
て
］

［
う
ら
］

応
募
締
切

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
騙
し
取
る

詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　

警
察
官
、
市
役
所
職
員
、
金
融
機
関
職
員
な
ど

様
々
な
職
業
を
騙
り
、

　「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
作
り
替
え
る
」

　「
自
宅
に
預
か
り
に
行
く
」

　「
暗
証
番
号
を
教
え
て
」

等
と
話
す
電
話
は
全
て
詐
欺
で
す
。

　

も
し
、
か
か
っ
て
き
た
ら
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ

て
、
１
１
０
番
し
て
く
だ
さ
い
。

群
馬
県
警
察
か
ら
の

お
し
ら
せ

警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

☎
０
２
７
‐
２
４
３
‐
０
１
１
０

中央 =廣瀬代表中央 =廣瀬代表
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発
行
日　

平
成
30
年
7
月
20
日

群馬県農業共済組合
本　所

〒371-0847　前橋市大友町1-3-12
TEL.027-251-5631　FAX.027-253-7767

中部グループ
前 橋 支 所 027-254-2070
伊 勢 崎 支 所 0270-62-9915
西部グループ
高 崎 支 所 027-344-2181
藤 岡 支 所 0274-24-3730
富 岡 支 所 0274-62-2450
北部グループ
沼 田 支 所 0278-23-5110
中 之 条 支 所 0279-75-2005
渋 川 支 所 0279-26-2600
東部グループ
館 林 支 所 0276-75-3311
太 田 支 所 0276-20-9199
み ど り 支 所 0277-76-9181
家畜診療所
中 央 家 畜 診 療 所 027-251-5631
中部地区家畜診療所 027-283-6456
北部地区家畜診療所 0278-25-3366

　川場村でりんご栽培に取り組む太田　龍
たつのすけ

之介さん(29)、彩
あ や か

華さん

(31)、陽
はる と

都くん(5)、燈
とう ご

吾くん(3)ご家族。４年前、脱サラをして就農し、

研修期間を経て２年前に独立しました。

　現在は、「ふじ」を中心に栽培しており、今後は栽培面積を拡大し、他

の品種やブルーベリー栽培に挑戦する予定です。

　「園地の管理や販路を探すなど、慣れないことがたくさんあります

が、まずは安定した営農をすることが目標です」と話す龍之介さんの隣

で、「子ども達も遊びながらお手伝いしてくれます。企業に勤めている

ときよりも、家族と過ごす時間が増えました」と、彩華さんが笑顔で教

えてくれました。

編 集 後 記

「表紙撮影は天候との戦い・・・」
　今回の表紙の撮影日は朝からドシャ降りの

雨・・・。しかも一日雨の予報。

　撮影は午後２時の予定でしたので午前中は仕事

をしながらも、撮影ができるかハラハラドキドキし

ていました。「撮影日の変更の電話をした方がいい

かな？」とずっと考えていましたが、出発時間には

小降りになり現地に着いた頃にはなんと雨が止み

ました。（喜）

　太田さん夫婦の明るさが雨を一時的に吹き飛ば

してくれたと思います。ありがとうございました。

ノーサイぐんま 検索
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東京から群馬へ就農


